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ー
ー
転
換
期
に
あ
る
漁
村
の
―
つ
の
場
合
I
あ
る
。
対
象
の
村
は
徳
島
県
海
部
郡
y
町
y
で
あ
る
。
y
町
は
町
村
合
併
の
生
み
出
し
た
非
常
に
細
長
い
町
で
、
そ
の
長
い
海
岸
に
は
点
々
と
漁
浦
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
y
町
y
と
い
う
の
は
も
と
も
と
y
町
の
中
心
部
を
占
め
、
約
六
町
の
湾
を
抱
え
こ
ん
で
い
る
漁
浦
で
あ
り
、
今
日
で
も
y
町
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。
日
数
の
制
約
と
資
料
の
不
足
と
は
、
こ
こ
で
も
漁
浦
の
性
格
を
充
分
に
解
明
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、
中
で
も
、
歴
史
的
分
析
は
甚
だ
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
の
把
握
に
関
し
て
は
、
各
階
層
を
通
じ
て
の
生
の
盗
料
を
中
心
に
し
て
本
稿
を
組
立
て
た
の
で
、
若
千
の
く
い
違
い
や
確
実
で
な
い
点
も
利
用
し
て
行
っ
た
実
地
調
査
の
姿
料
か
ら
一
部
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
J
の
報
告
は
、
昭
和
三
一
年
夏
季
の
最
後
の
あ
わ
た
だ
し
い
一
週
間
を
き
‘、
ま
え
カ
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
紀
伊
水
道
海
域
は
、
い
わ
ゆ
る
沈
降
性
リ
ア
ス
．
式
海
岸
で
あ
る
。
東
西
ワ
シ
、
ニ
ビ
、
ワ
カ
メ
等
は
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
。
含
ま
れ
て
は
い
よ
う
が
、
本
筋
を
外
れ
て
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
叉
こ
の
組
立
方
法
そ
の
も
の
か
ら
他
の
重
要
な
点
を
逃
し
て
は
い
な
自
然
的
条
件
徳
島
県
は
、
延
長
六
0
余
里
即
ち
1
一五
0
キ
ロ
に
及
ぷ
長
い
海
岸
線
を
も
ち
、
し
か
も
そ
れ
は
北
、
東
、
南
と
三
面
に
海
を
控
え
て
い
る
。
即
ち
、
播
磨
灘
、
紀
伊
水
道
、
太
平
洋
の
三
つ
の
海
域
を
も
っ
て
い
る
訳
で
播
磨
灘
海
域
は
、
阿
讃
山
脈
が
陥
没
し
た
地
形
即
ち
山
が
海
に
迫
り
砂
礫
性
海
岸
を
形
成
し
、
急
潮
に
洗
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
水
産
資
源
と
し
て
は
純
内
海
性
魚
族
と
海
藻
介
類
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ク
イ
、
ス
ズ
キ
、
イ
い
か
と
危
惧
も
し
て
い
る
。
柏
尾
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
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漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
太
平
洋
海
域
は
、
断
層
地
形
が
蝕
作
用
で
変
化
し
た
い
わ
ゆ
る
海
蝕
崖
が
続
き
、
岩
質
海
底
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
純
然
と
し
た
外
洋
性
を
呈
し
、
回
遊
性
魚
族
が
水
産
資
源
の
中
心
で
あ
る
。
主
要
な
も
の
と
し
て
ほ
カ
ツ
ォ
、
マ
グ
ロ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
プ
リ
、
ワ
イ
ツ
、
イ
セ
ニ
ビ
、
ア
ワ
ビ
、
テ
ソ
グ
サ
等
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
徳
島
の
憔
業
は
、
地
勢
的
に
播
磨
灘
、
紀
伊
水
道
、
太
平
洋
の
三
海
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
播
磨
灘
と
紀
伊
水
道
と
は
漁
法
の
上
か
ら
見
る
と
瀬
戸
内
海
漁
法
と
し
て
一
類
型
を
形
成
し
て
い
る
の
で
実
際
上
は
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
内
海
区
と
太
平
洋
に
面
す
る
外
海
区
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
漁
業
制
度
の
上
か
ら
見
て
も
、
制
度
改
革
の
直
後
行
わ
れ
た
海
区
制
実
施
の
と
き
、
北
部
（
播
磨
灘
海
域
）
、
中
部
（
紀
伊
水
道
海
域
）
、
南
部
（
太
平
洋
海
域
）
と
し
て
発
足
マ
グ
リ
、
ア
サ
リ
等
が
数
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
モ
、
イ
カ
ナ
ゴ
、
ニ
ビ
、
ア
ワ
ビ
等
と
河
口
附
近
の
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
、
ハ
か
な
り
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
な
も
の
と
し
て
は
、
イ
ワ
シ
、
ノ‘
幾
条
か
の
断
層
地
形
が
走
る
延
長
上
に
点
々
と
島
が
横
わ
り
そ
れ
が
次
に
は
海
礁
に
続
い
て
い
る
。
又
、
河
ロ
一
帯
は
埋
積
物
の
た
め
、
三
角
州
、
デ
ル
ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
内
海
と
は
い
い
な
が
ら
若
千
外
洋
性
を
帯
び
て
い
る
上
に
、
河
川
の
流
出
も
あ
る
の
で
、
水
産
査
源
の
種
類
が
し
て
い
た
の
が
、
昭
和
二
九
年
に
は
早
く
も
北
部
と
中
部
が
合
併
さ
れ
て
、
播
磨
灘
海
城
・
・
・
嗚
門
海
峡
か
ら
香
川
北
部
（
瀬
戸
内
海
）
｛
県
界
ま
で
海
面
漁
場
｛
認
謬
海
域
：
・
鳴
門
海
峡
か
ら
蒲
生
南
部
（
外
海
）
太
平
洋
海
域
：
・
蒲
生
田
崎
か
ら
高
知
｛
県
界
ま
で
と
こ
ろ
で
、
Y
町
y
は
太
平
洋
海
域
に
あ
る
漁
浦
で
あ
る
。
徳
島
市
か
ら
約
一
五
里
南
下
す
る
と
蒲
生
田
綺
に
達
す
る
が
、
こ
れ
で
瀬
戸
内
海
海
域
は
終
を
告
げ
、
そ
れ
か
ら
は
鋭
角
を
画
い
て
南
面
す
る
太
平
洋
海
域
の
荒
海
に
海
部
郡
の
各
漁
村
が
築
か
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
に
築
か
れ
て
い
ー
る
の
が
、
Y
町
I
浦
及
び
A
浦
で
あ
り
、
次
い
で
y
町
y
が
湾
を
抱
い
て
弦
月
形
に
東
西
に
長
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
y
町
y
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
砂
底
叉
は
小
礫
石
底
の
湾
入
を
抱
い
て
東
か
ら
西
南
に
細
く
長
く
延
び
る
漁
浦
で
あ
り
、
東
西
約
一
八
町
、
南
北
約
六
町
と
い
う
小
さ
い
地
域
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
海
部
中
央
山
脈
（
四
国
山
系
の
一
っ
）
の
延
長
と
思
わ
れ
る
山
脈
が
、
Y
町
と
那
賀
郡
と
の
境
界
を
形
成
し
な
が
ら
、
y
浦
を
極
度
に
海
岸
へ
圧
迫
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
に
山
脈
を
背
負
っ
た
地
味
の
貧
し
い
こ
の
漁
浦
も
、
南
は
日
本
海
流
（
い
わ
ゆ
る
黒
潮
）
の
流
れ
る
太
平
洋
に
臨
み
、
一四一――
て
い
る
。
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
北
部
（
瀬
戸
内
海
海
域
）
と
南
部
（
太
平
洋
海
域
）
の
二
海
区
制
と
な
っ
650 
は
充
分
出
入
り
出
来
る
の
で
、
鉄
路
交
通
の
通
っ
て
い
る
こ
と
と
相
ま
っ
漁
船
の
碗
繋
に
は
絶
好
で
あ
り
、
叉
、
や
や
大
き
い
定
期
船
も
外
港
ま
で
そ
の
海
岸
線
は
、
湾
を
中
心
に
屈
曲
が
多
く
、
湾
の
前
面
に
岩
礁
島
が
あ
り
波
止
め
の
役
を
果
し
て
い
る
。
湾
内
は
比
較
的
浅
い
が
、
そ
れ
で
も
て
、
近
傍
各
漁
村
の
政
治
、
交
通
、
産
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
y
町
y
は
、
国
鉄
y
駅
を
起
点
に
し
て
東
側
の
漁
浦
と
西
側
の
漁
浦
が
湾
の
東
西
に
向
っ
て
伸
び
て
い
る
。
y
は
、
現
在
、
戸
数
三
九
一
、
人
口
二
五
九
七
を
擁
し
て
い
る
が
、
田
畑
は
両
方
合
し
て
田
で
約
一
六
町
、
畑
約
一
五
町
と
い
う
貧
弱
さ
で
あ
り
、
一
戸
平
均
合
計
田
畑
僅
か
一
反
に
す
ら
達
し
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
畑
地
は
ほ
と
ん
ど
山
の
斜
面
に
展
開
さ
れ
て
い
る
極
小
面
積
の
い
わ
ゆ
る
千
枚
田
で
あ
る
。
田
の
反
当
り
平
均
筆
数
が
―
二
筆
で
あ
る
の
に
畑
の
そ
れ
は
五
〇
筆
に
及
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
物
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
農
業
収
入
は
極
度
に
貧
困
で
飯
米
す
ら
え
ら
れ
な
い
し
、
ニ
0
0町
の
山
林
も
部
落
を
支
え
る
力
は
な
い
。
y
は
、
正
し
く
漁
業
を
生
命
と
す
る
純
漁
村
で
あ
る
。
だ
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
近
傍
各
地
の
交
通
の
中
心
地
で
あ
る
た
め
各
種
商
業
が
相
当
発
展
し
て
い
る
れ
て
い
る
。
J
こ
の
人
た
ち
の
生
命
を
ゆ
だ
ね
る
漁
業
海
域
が
港
湾
を
起
点
に
展
開
さ
漁
村
に
お
け
る
組
漁
合
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
現
在
も
こ
の
商
業
機
能
は
ま
す
ま
す
拡
大
さ
れ
て
来
て
い
る
。
現
在
、
Y
に
は
小
学
校
、
町
役
場
(
Y
町
）
、
郵
便
局
、
保
育
所
、
国
鉄
y
駅
、
東
y
漁
業
協
同
組
合
、
西
y
漁
業
協
同
組
合
そ
れ
に
銀
行
も
あ
る
が
、
交
通
の
要
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
か
な
り
都
会
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
漁
村
に
は
珍
ら
し
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。
註
(
1
)
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し
た
。
拙
稿
「
組
合
漁
業
の
実
態
ー
磯
漁
業
を
中
心
と
し
た
漁
村
に
お
い
て
ー
」
（
関
西
大
学
商
学
論
集
第
一
巻
第
四
号
）
歴
史
の
素
描
昔
、
忌
部
氏
が
四
国
一
一
一
郎
流
域
に
定
住
し
主
食
の
粟
が
よ
く
実
っ
た
こ
南
部
が
「
長
の
国
」
と
呼
ば
れ
た
と
は
、
徳
島
で
今
に
伝
わ
る
伝
説
で
あ
る
が
、
大
化
改
新
の
頃
に
は
こ
の
二
つ
を
合
せ
て
「
阿
波
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
以
来
、
室
町
約
ニ
ニ
0
年
の
間
は
、
勝
瑞
を
中
心
に
細
川
氏
が
隆
盛
を
極
わ
め
、
次
い
で
長
曽
我
部
氏
の
一
時
的
治
世
が
続
い
た
が
、
後
の
約
ニ
八
0
年
間
は
、
蜂
須
賀
氏
が
徳
島
を
中
心
に
藩
政
を
設
き
、
そ
の
間
、
商
品
経
済
の
進
展
も
比
較
的
早
く
、
江
戸
中
期
以
降
に
は
、
藍
、
葉
煙
草
、
と
か
ら
、
こ
の
流
域
が
「
粟
の
国
」
と
呼
称
さ
れ
、
叉
、
勝
浦
、
那
賀
の
一
四
四
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憔
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
四
五
事
実
、
部
落
共
有
の
平
等
関
係
は
長
い
問
維
持
さ
れ
、
網
元
網
子
の
関
係
な
い
の
で
そ
れ
程
信
用
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
ら
漁
浦
と
し
て
開
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
も
と
よ
り
、
文
書
も
発
展
を
促
進
し
た
こ
と
は
想
像
に
が
た
く
な
い
。
ち
な
み
に
、
例
の
「
戴
禅
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
化
改
以
降
の
交
通
の
発
達
は
大
い
に
浦
の
て
い
る
。
そ
れ
が
、
貧
弱
な
農
業
の
阻
止
性
を
打
ち
破
っ
て
浦
を
発
展
に
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Y
浦
は
、
当
時
の
那
賀
郡
の
中
に
海
部
郡
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
い
わ
ゆ
る
長
の
国
に
属
し
て
い
た
が
、
「
平
家
物
語
」
や
「
源
②
 
平
盛
衰
記
」
に
も
既
に
そ
の
名
前
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
非
常
に
古
く
か
い
わ
ゆ
る
城
山
と
呼
ば
れ
る
城
跡
も
あ
る
が
、
山
城
で
あ
っ
て
城
下
町
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、
と
も
か
く
も
、
寛
永
年
間
に
ほ
既
に
東
y
浦
西
y
浦
と
も
に
数
十
軒
に
及
ぶ
半
農
半
漁
の
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
東
y
浦
の
庄
屋
を
T
家
（
現
在
那
賀
郡
に
居
住
）
が
、
西
y
浦
の
庄
家
を
H
家
が
勤
め
、
と
も
に
村
で
は
な
く
浦
に
住
居
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
当
然
農
業
よ
り
も
漁
業
の
方
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
y
浦
が
、
徳
川
時
代
の
二
つ
の
漁
業
繁
栄
期
で
あ
る
元
緑
期
、
文
化
文
政
期
を
契
機
と
し
て
商
品
経
済
の
滲
透
に
伴
い
、
急
速
に
発
達
し
、
幕
末
に
は
略
々
現
状
近
く
ま
で
生
長
し
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
幕
末
に
は
既
に
東
西
両
浦
で
一
―
1
0
0軒
の
戸
数
を
擁
し
て
い
た
と
塩
、
ワ
カ
メ
、
千
魚
等
の
特
産
品
が
阿
波
商
人
の
名
と
と
も
に
著
名
に
な
こ
の
漁
浦
も
、
農
業
に
関
す
る
限
り
古
来
貧
弱
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
1
 
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
交
通
面
か
ら
見
る
と
場
所
に
恵
ま
れ
き
行
商
」
の
風
習
も
こ
の
頃
か
ら
活
澄
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Y
浦
の
漁
業
で
あ
る
が
、
磯
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
等
の
採
藻
採
貝
の
磯
漁
業
と
イ
ワ
ツ
、
ハ
マ
チ
、
ア
ジ
等
の
沿
岸
漁
業
と
が
同
棲
し
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
勿
論
、
古
く
は
磯
漁
業
が
中
心
で
あ
っ
た
時
代
も
考
え
ら
れ
る
が
、
知
り
う
る
範
囲
内
で
は
磯
漁
業
と
沿
岸
漁
業
と
は
同
じ
ょ
う
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
岩
礁
及
び
磯
が
多
い
と
い
う
自
然
的
条
件
は
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
ニ
、
イ
セ
ニ
ビ
、
ワ
カ
メ
、
ア
ラ
メ
等
の
磯
漁
を
発
達
さ
せ
る
絶
好
の
条
件
と
な
り
、
東
y
浦
に
お
い
て
は
特
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
漁
法
も
簡
単
な
海
士
漁
法
で
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
漁
業
の
開
発
を
早
め
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
が
、
逆
に
、
商
品
経
済
の
発
達
に
伴
っ
て
、
漁
法
を
大
型
化
し
共
同
化
し
て
、
次
第
に
沖
合
へ
向
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
漁
業
発
達
コ
ー
ス
ヘ
の
道
へ
は
進
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
652 
が
、
漁
村
農
業
の
極
度
の
貧
困
を
軸
と
し
て
商
業
ル
ー
ト
に
お
い
て
圧
倒
オ
節
の
上
方
輸
送
の
発
達
に
伴
う
商
品
経
済
の
進
展
が
顕
著
と
な
り
、
い
オ
等
の
沿
岸
漁
業
も
、
り
、
棒
受
網
、
揚
繰
網
、
任
せ
網
、
刺
網
、
ク
イ
敷
網
、
小
型
定
置
、
沖
取
網
、
延
継
等
の
各
漁
法
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。
特
に
、
寛
政
頃
か
ら
天
保
頃
ま
で
の
間
は
、
イ
ワ
ツ
を
筆
頭
に
カ
ツ
オ
漁
が
繁
栄
し
、
漁
法
の
共
同
化
大
型
化
も
か
な
り
進
渉
し
、
又
、
千
イ
ワ
シ
及
び
搾
イ
ワ
シ
、
カ
ッ
わ
ゆ
る
網
元
や
こ
れ
に
吸
着
す
る
商
人
贅
本
に
よ
る
問
屋
的
生
産
形
態
へ
の
移
行
が
西
y
浦
を
起
点
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
y
浦
で
は
、
幕
末
に
は
既
に
か
な
り
強
力
な
網
元
と
商
人
資
本
の
支
配
関
係
が
出
来
上
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
網
元
は
、
大
な
り
小
な
り
商
人
的
性
格
を
併
せ
有
し
、
そ
の
商
業
機
能
を
通
じ
て
、
磯
漁
業
的
性
格
の
強
い
東
y
に
も
独
占
的
支
配
力
を
及
ぼ
し
、
更
に
、
東
方
の
A
浦、
I
浦
の
一
部
に
④
 
も
支
配
の
網
を
拡
げ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
網
元
網
子
関
係
は
ど
う
し
て
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
判
ら
な
い
。
た
だ
、
近
傍
各
漁
村
の
商
品
流
通
の
要
衝
に
位
し
た
こ
の
漁
村
旧
藩
時
代
に
は
既
に
相
当
の
盛
行
を
示
し
て
お
と
こ
ろ
で
、
他
方
、
イ
ワ
ツ
を
中
心
に
ア
ジ
、
ハ
マ
チ
、
ク
イ
、
カ
ッ
こ
に
西
y
の
網
元
及
び
商
業
資
本
の
力
が
入
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
も
内
部
的
に
は
強
く
現
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
が
、
こ
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
景
に
、
そ
の
中
で
も
、
藩
権
力
の
末
端
機
構
と
し
て
の
庄
屋
と
地
主
と
商
人
と
が
権
力
を
も
っ
て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
互
に
複
雑
な
形
を
と
り
な
が
ら
妥
協
し
融
合
し
密
着
し
た
と
こ
ろ
に
こ
こ
の
網
元
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
旧
藩
時
代
に
は
、
Y
浦
は
魚
註
(
2
)
海
部
郡
誌
刊
行
会
「
海
部
郡
誌
」
（
町
村
誌
）
参
照
(
3
)
H
家
の
伝
言
に
よ
る
も
の
で
正
確
な
数
字
で
は
な
い
が
大
体
の
見
当
は
え
ら
れ
る
。
(
4
)
例
え
ば
、
東
y
の
明
治
以
来
の
網
元
と
い
わ
れ
る
B
家
は
、
も
と
西
y
に
居
住
し
て
い
た
し
、
イ
ワ
シ
漁
、
カ
ツ
オ
漁
等
に
お
い
て
東
y
は
西
y
の
網
元
に
対
し
て
網
子
的
関
係
を
結
ん
で
い
た
も
の
も
多
い
。
又
、
A
浦
、
I
浦
等
に
対
し
て
も
定
置
を
始
め
そ
の
他
の
漁
業
権
把
握
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
明
治
元
年
、
廃
藩
置
県
の
際
、
淡
路
を
含
め
て
徳
島
県
と
な
り
、
大
参
事
が
こ
れ
を
管
轄
し
た
が
、
同
九
年
に
は
一
時
高
知
県
と
合
併
さ
れ
る
等
の
経
過
を
辿
っ
て
、
明
治
一
三
年
に
至
っ
て
初
め
て
今
日
の
徳
島
県
が
生
誕
し
た
の
で
あ
る
。 明
治
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
概
観
五
分
の
一
所
が
お
か
れ
、
せ
り
売
り
さ
れ
て
い
る
。
的
優
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
予
想
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
を
背
一
四
六
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漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
の
村
の
概
要
を
観
察
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
y
浦
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
旧
藩
と
の
絶
縁
以
来
、
翌
五
年
に
は
、
第
八
大
区
第
一
小
区
に
編
入
さ
れ
、
西
y
に
区
役
所
を
設
協
し
て
一
―
年
ま
で
続
い
た
。
明
治
―
一
年
大
小
区
制
廃
止
に
伴
い
、
翌
―
二
年
に
は
、
郡
役
所
を
H
町
に
お
き
、
近
傍
数
村
と
と
も
に
村
役
場
が
西
Y
に
設
骰
さ
れ
た
。
更
に
、
明
治
二
1
一年一
0
月
町
村
制
実
施
に
よ
り
、
y
浦
を
中
心
に
近
傍
数
村
が
合
併
し
て
M
村
と
な
り
、
y
浦
に
村
役
場
を
お
い
た
。
こ
れ
は
、
大
正
一
一
年
に
M
町
と
な
り
、
昭
和
一
no
年
更
に
数
村
を
併
合
し
て
y
町
と
な
る
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
Y
浦
が
政
治
、
交
通
、
産
業
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
貫
し
て
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
も
朋
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
明
治
維
新
以
来
大
正
を
経
て
昭
和
の
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
の
面
積
と
八
九
万
人
の
人
日
を
布
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ご
一
千
人
が
水
形
の
地
形
を
形
成
し
、
そ
の
中
央
部
に
は
西
か
ら
東
に
吉
野
川
と
那
賀
川
が
山
峡
を
縫
い
緑
野
を
作
っ
て
紀
伊
水
道
に
注
ぎ
、
四
一
四
一
1
一
平
方
キ
ロ
北
は
阿
讃
山
脈
を
境
に
香
川
県
と
接
し
、
西
は
愛
媛
県
を
境
に
し
た
扇
状
を
経
て
淡
路
品
と
、
紀
伊
水
道
を
経
て
和
歌
山
と
対
し
、
南
は
高
知
県
、
だ
か
ら
、
現
在
の
徳
島
県
は
四
国
の
東
端
に
位
置
し
、
東
は
嗚
門
海
峡
（表 1) 戸 数 推 移
年度区分1東 Y 西 Y 四Y浦 LY町Y（計）
文化年間 117 i 33 194 344 
明 22
1139 52 i I | 
38 208 385 
同 40 43 205 410 
大 14 161 50 208 419 
昭 8 158 42 210 410 
同 15 154 39 200 393 
同 22 159 38 202 399 
一
四
七
文化年間の数字は阿波志記戴による。
漁
村
と
し
て
は
珍
ら
し
い
し
た
変
動
が
な
い
こ
と
が
判
る
。
特
に
、
明
治
維
新
か
ら
大
正
年
間
の
若
千
の
膨
張
現
象
以
外
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
戸
数
（
表
2
)
を
産
業
構
成
別
に
観
察
す
る
と
、
全
体
の
七
割
以
上
が
漁
業
に
従
事
し
、
爽
に
そ
の
七
割
近
く
が
漁
菜
専
業
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
y
が
純
漁
村
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
全
体
の
約
一
割
を
占
め
る
嚢
業
専
業
家
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
村
で
あ
る
西
y
に
あ
っ
て
業
戯
業
以
外
の
専
業
批
家
粋
の
漁
浦
な
の
で
あ
る
。
も
、
こ
の
程
度
の
規
模
の
の
方
向
へ
進
ん
で
い
る
の
か
も
、
そ
れ
が
年
々
増
加
ソ
ト
が
窓
外
に
多
く
、
し
な
お
、
商
工
業
の
。
＾
ー
セ
を
も
た
な
い
よ
り
一
層
純
ら
、
東
西
両
y
補
は
、
副
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
（表
1
)
に
よ
っ
て
y
の
戸
数
推
移
を
調
ら
べ
て
見
る
と
、
幕
末
か
ら
大
654 
ろ
う
。
は
、
日
本
農
業
に
特
徴
的
な
小
作
関
係
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
中
で
徴
を
示
し
て
い
る
し
、
自作地と小が相半ばしているこ
: 年度
漁業
戸 数
専 業1兼業
農業商工業 その他
明 40 410 239 98 46 22 5 
大 14 419 232 92 52 36 7 
昭 8 410 228 89 46 39 8 
同 15 393 206 83 46 50 8 
同 22 399 216 79 44 51 ， 
貧
弱
な
農
業
で
も
そ
の
土
地
所
有
関
係
を
通
じ
て
強
力
な
支
配
関
係
が
出
来
上
り
、
そ
れ
が
漁
業
面
に
も
連
ら
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
田
畑
合
し
て
一
1-0町
余
り
の
こ
の
部
落
で
は
、
田
と
畑
が
相
半
ば
し
て
い
る
が
、
所
有
規
模
の
面
か
ら
見
て
も
自
作
地
と
小
作
地
が
相
半
ば
し
て
（表
3
)
い
る
。
田
と
畑
が
相
半
ば
し
て
い
る
こ
と
は
、
耕
地
の
少
な
い
漁
村
の
特
（表2) 産業別従事戸数
れ
続
け
る
漁
村
に
お
い
て
は
、
は
、
常
に
食
糧
不
足
に
悩
ま
さ
進
め
て
行
こ
う
。
と
い
う
の
最
初
に
、
農
業
か
ら
分
析
を
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
交
通
上
の
要
衡
を
占
め
て
い
た
く
、
こ
れ
は
y
が
近
傍
漁
村
の
J
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
も
、
畑
地
に
お
け
る
小
作
面
積
は
誠
に
大
き
く
七
割
近
く
に
及
ん
で
い
る
。
経
営
規
模
か
ら
見
て
、
二
反
以
下
即
ち
漁
家
澗
業
程
度
か
ら
な
い
も
の
を
（表
4
)
も
含
め
て
そ
れ
が
全
戸
数
の
六
割
以
上
に
及
ん
で
い
る
の
は
、
純
漁
村
と
し
て
の
性
格
を
良
く
物
語
っ
て
い
る
。
又
、
五
反
以
上
を
経
営
す
る
も
の
が
、
約
五
0
戸
（
全
体
の
二
割
）
し
か
な
い
の
も
当
然
領
け
る
こ
と
で
あ
作
1
0
0
6
9
5
、
1
1
J
J
8
 
6
 
畑
ー
ー
1
6
0
6
1
5
7
 
BO
作
位
自
憚
6
2
5
8
4
9
 
作ヽ
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6
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7
,
 
推
109107110 
ー
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田
自
面地
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耕“
績
碕
17216414
小
面
ー
ー
34
作
6
9
6
8
6
7
自
1
1
1
自
総
‘,／ g
：で
1
5
2
2
年
昭
同
同
（表4) 経営規模別戸数
数1ない 1反
もの未満
1 ~ 212 ~ 515~1町 1~2町
4191 361 I 39 
410 I 121 I 128 I 80 I 33 I 36 
393 I 119 I 110 I 75 I 31 I 31 
399 I 111 I 126 I s5 I 29 I 30 
一
四
八
19 
18 
17 
18 
655 
礁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
（表5) 西y （村）の階層区分
年度区分1戸数1地主1地主自作1自
大 14I so I 6 I 4 
昭 221 38 I 2 I 4 
こ
れ
は
、
急
速
に
資
本
主
義
の
渦
中
に
巻
込
ま
れ
た
漁
民
が
漁
業
生
産
の
不
安
定
性
に
対
応
し
て
行
く
た
め
、
い
さ
さ
か
で
も
盆
糧
自
給
の
途
を
構
じ
よ
う
と
し
て
、
老
幼
婦
女
子
に
よ
る
農
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
二
反
ま
で
の
低
地
経
営
ほ
漁
家
副
業
と
し
て
最
適
で
あ
る
か
ら
、
圧
俄
的
な
零
細
経
営
は
漁
家
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
も
小
作
関
係
が
甚
だ
多
い
と
い
う
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
て
、
y
の
農
業
を
一
手
に
ひ
き
受
け
て
い
る
西
y
の
階
層
区
分
を
見
る
に
、
純
粋
の
寄
生
地
生
が
大
正
の
六
戸
か
ら
昭
和
の
二
戸
に
減
少
し
て
い
る
の
が
先
ず
目
を
ひ
く
。
こ
の
減
少
し
た
四
戸
は
、
土
地
所
有
だ
け
残
し
て
一
1
-
―
戸
が
西
y
浦
ヘ
一
戸
が
東
y
浦
へ
移
住
し
、
三
戸
ほ
漁
業
経
営
に
21 
16 
の
片
手
間
晨
業
が
多
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
一
四
九
古
老
連
中
の
口
を
揃
え
て
力
説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
H
家
も
1
一
町
内
外
以
上
で
西
y
農
業
に
対
す
る
支
配
関
係
は
、
想
さ
れ
る
。
(
B
家
I
家
0
家
S
家
）
を
頂
点
に
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
一
応
こ
れ
ら
不
在
地
主
y
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
に
目
を
転
じ
よ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
村
の
漁
業
は
、
サ
ザ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ハ
マ
グ
リ
等
の
貝
類
、
ワ
カ
メ
、
ア
ラ
メ
、
ツ
ノ
マ
ク
等
の
海
嵌
類
を
漁
獲
す
る
い
わ
ゆ
る
磯
漁
業
と
イ
ワ
ツ
、
ア
ジ
、
ハ
マ
チ
、
ク
イ
、
カ
ツ
オ
等
を
漁
獲
す
る
沿
岸
漁
業
と
の
二
つ
の
類
型
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
海
士
漁
に
よ
る
採
貝
採
藻
の
磯
漁
業
が
主
と
し
て
東
y
浦
に
あ
り
強
力
な
漁
業
と
し
て
の
発
展
コ
ー
ス
に
乗
っ
て
い
な
い
こ
と
も
述
べ
た
。
と
す
る
と
、
こ
こ
で
は
完
全
な
平
等
関
係
だ
け
か
と
い
う
と
そ
れ
は
当
っ
て
い
な
い
。
西
y
浦
の
庄
屋
の
家
系
で
あ
る
H
家
（
後
に
東
y
補
の
庄
屋
を
も
兼
ね
て
い
た
）
が
、
絶
大
の
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
作詞小作l小
11 
10 
か
ら
、
小
作
の
多
い
畑
地
は
い
わ
ゆ
る
漁
家
（
炭
焼
き
）
に
従
事
し
た
り
、
漁
業
労
働
に
従
事
し
た
り
し
て
い
る
。
の
大
部
分
は
こ
こ
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
だ
も
な
い
。
た
だ
、
小
作
は
何
れ
も
塁
業
を
従
と
し
て
い
る
も
の
で
、
林
業
る
西
y
に
あ
る
農
家
が
占
め
て
お
り
、
田
地
外
で
あ
る
。
最
も
数
の
多
い
自
作
が
農
業
専
業
で
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
7
6
 
0
戸
の
う
ち
四
0
戸
は
、
い
わ
ゆ
る
村
で
あ
い
る
。
地
主
自
作
四
戸
は
典
型
的
農
家
で
あ
り
、
所
有
小
作
地
も
一
町
内
作
と
こ
ろ
で
、
五
反
以
上
を
経
営
す
る
約
五
一
戸
は
商
工
業
に
従
事
し
、
何
れ
も
村
の
支
配
層
の
中
へ
顔
を
連
ら
ね
て
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漁
法
で
大
活
況
を
星
し
、
千
イ
ワ
ツ
及
び
イ
ワ
シ
粗
は
大
阪
及
び
江
戸
と
さ
て
、
イ
ワ
ツ
、
ア
ジ
、
ハ
マ
チ
、
ク
イ
、
カ
ツ
オ
等
の
い
わ
ゆ
る
沿
あ
る
。
の
沢
木
主
義
的
発
展
に
対
し
て
は
極
め
て
阻
止
的
な
役
割
を
演
じ
る
の
で
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
明
治
二
七
年
に
東
y
浦
漁
業
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
漁
民
一
般
の
も
の
で
な
く
支
配
眉
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
Y
家、
0
家、
C
寺
院
等
が
組
合
長
或
は
理
事
に
額
を
述
ら
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
判
然
と
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
強
力
な
慣
行
漁
業
的
格
性
の
漁
浦
で
は
、
漁
業
生
産
そ
の
も
の
を
通
じ
て
網
元
網
子
の
関
係
が
生
ず
る
よ
り
ぱ
む
し
ろ
食
罹
品
ル
ー
ト
或
は
商
業
ル
ー
ト
を
通
じ
て
支
配
体
系
が
成
立
し
や
す
い
。
そ
し
て
、
一
た
ん
成
立
し
た
こ
の
支
配
体
系
は
、
強
く
自
ら
の
殻
を
と
ざ
し
て
、
そ
岸
漁
業
の
発
展
に
関
し
て
一
瞥
し
ょ
う
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
阿
波
は
江
戸
時
代
後
半
に
は
有
名
な
イ
ワ
シ
の
西
国
漁
場
の
―
つ
で
あ
り
、
Y
も
八
手
網
棒
、
受
網
、
揚
繰
網
、
刺
網
等
の
共
同
化
大
型
化
と
遂
次
的
沖
合
化
を
招
来
し
、
イ
ワ
ツ
商
品
の
急
激
な
商
ろ
う
。
昔
か
ら
有
名
な
一
1
―
つ
の
網
元
(
A
家、
I
家、
M
家
）
は
、
す
べ
振
化
し
て
来
る
。
漁
浦
沿
岸
近
く
へ
来
遊
す
る
イ
ワ
シ
群
が
減
少
し
、
従
来
の
漁
法
で
は
漁
獲
高
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
従
来
以
上
の
イ
ワ
ツ
漁
獲
翡
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
新
し
い
進
ん
だ
漁
法
で
沖
へ
用
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
或
は
、
他
の
新
し
い
漁
法
に
転
換
す
る
か
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
道
は
衰
本
主
義
に
通
じ
る
道
で
あ
る
。
こ
の
イ
ワ
ツ
不
漁
が
西
y
補
に
与
え
た
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
更
に
、
明
治
二
0
年
頃
か
ら
は
、
サ
バ
、
サ
ソ
マ
、
ク
イ
、
カ
ツ
ォ
、
マ
グ
ロ
等
の
沿
岸
各
漁
業
も
、
イ
ワ
ツ
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
一
様
に
不
振
と
な
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
、
西
y
補
の
網
元
も
、
真
剣
に
新
し
い
方
向
へ
の
打
解
策
を
考
え
始
め
た
。
そ
の
最
初
の
現
わ
れ
は
、
明
治
ニ
一
年
網
元
I
氏
が
ク
イ
漁
の
極
端
な
不
漁
に
苦
し
む
漁
民
に
九
州
五
島
附
近
へ
の
ク
イ
一
本
釣
漁
業
を
計
両
し
と
こ
ろ
で
、
こ
の
西
y
補
の
イ
ワ
ツ
漁
は
明
治
初
年
頃
か
ら
急
激
に
不
等
と
と
も
に
西
y
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
て
が
商
人
機
能
を
兼
ね
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
不
在
地
主
(
B
家、
S
家）
ル
ー
ト
を
交
え
、
こ
の
よ
う
な
支
配
機
構
が
出
来
上
っ
て
い
る
と
考
え
て
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
土
地
所
有
関
係
を
軸
と
し
て
そ
れ
に
商
業
品
化
と
も
相
連
な
っ
て
、
急
速
に
網
元
的
体
制
を
固
め
て
行
っ
た
の
で
あ
と
が
加
わ
っ
て
、
一
連
の
支
配
体
系
を
構
成
し
、
磯
漁
業
漁
家
を
支
配
し
の
地
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
西
y
か
ら
移
っ
て
来
た
地
主
0
家
と
寺
院
c
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
盛
ん
に
取
引
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
ワ
ツ
漁
業
の
盛
行
が
、
漁
法
の
一
五
〇
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漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
ワ
シ
漁
業
の
不
振
は
、
西
y
浦
を
起
点
と
し
て
慣
行
漁
業
の
旧
い
生
産
関
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
初
年
か
ら
二
0
年
頃
に
至
る
間
の
不
漁
特
に
イ
に
帰
郷
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
翌
二
二
年
か
ら
は
若
千
な
が
ら
好
調
に
向
い
、
ニ
―
1
一
年
に
は
実
に
一
三
隻
の
漁
船
が
五
島
方
面
に
出
漁
し
好
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
二
三
年
の
股
漁
で
活
気
づ
き
、
以
後
次
第
に
こ
の
方
面
へ
の
出
漁
船
は
増
加
し
て
い
る
が
、
中
で
、
特
徴
的
な
の
は
1
氏
発
し
、
い
わ
ゆ
る
網
元
的
漁
業
を
放
葉
す
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
間
に
は
、
氷
の
利
用
に
よ
る
鮮
魚
保
存
法
や
塩
物
の
流
行
等
に
よ
る
魚
類
商
品
化
の
堅
実
化
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
叉
、
か
っ
て
の
網
子
的
低
賃
銀
が
大
い
に
斑
本
家
の
利
潤
を
保
償
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
最
初
は
、
い
わ
ゆ
る
問
屋
資
本
の
段
階
で
あ
っ
た
が
、
後
に
動
力
漁
船
が
登
場
す
る
に
及
ん
で
、
漸
く
本
格
的
な
資
本
主
義
漁
業
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る。
I
氏
に
続
い
て
一
110年
に
は
、
地
主
で
あ
り
商
人
で
あ
る
S
家
の
次
男
が
同
じ
く
五
島
に
分
家
を
構
え
て
連
子
ク
イ
漁
業
を
営
み
、
三
一
年
に
は
東
y
浦
か
ら
商
人
y
氏
が
進
出
し
て
延
縄
漁
業
の
商
業
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い
る
。
が
自
ら
二
七
年
に
居
を
五
島
に
移
し
、
姿
本
主
義
的
漁
業
に
本
格
的
に
出
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
年
度
は
成
功
せ
ず
、
何
れ
も
不
漁
の
う
ち
期
的
大
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
爾
来
、
五
島
出
漁
を
目
指
す
漁
船
の
動
（表6) Yの漁船隻数推移
五ビど1無動力船1動力船I 計
明 20 298 
゜
298 
同 45 289 21 310 
大 14 226 123 349 
昭 8 207 146 353 
同 15 210 146 356 
同 22 214 133 347 
一五
て
計
五
隻
が
、
多
数
の
無
動
力
は
、
新
動
力
化
船
二
隻
を
加
え
た
成
果
を
あ
げ
ず
、
四
二
年
に
船
を
引
具
し
て
五
島
に
向
い
劃
に
従
事
し
た
が
、
こ
れ
は
大
し
四
一
年
に
は
、
早
く
も
一
二
隻
が
動
力
化
さ
れ
、
カ
ツ
オ
漁
業
し
た
。
係
を
外
部
へ
向
っ
て
乗
り
こ
え
て
行
く
傾
向
を
示
し
て
来
た
。
こ
の
傾
向
が
更
に
も
う
一
段
と
頭
化
さ
れ
る
の
は
四
0
年
以
降
の
漁
船
動
力
化
採
用
――
-
0年
か
ら
四
0
年
へ
か
け
て
、
こ
こ
で
最
も
不
振
の
目
立
っ
た
の
は
れ
に
適
応
出
来
な
い
生
産
関
係
の
旧
さ
が
そ
の
真
因
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
沿
岸
漁
業
の
不
振
化
に
よ
る
全
般
的
窮
乏
化
が
既
に
網
元
を
も
強
く
圧
迫
し
始
め
て
お
り
、
そ
れ
が
二
0
年
頃
か
ら
の
外
地
出
漁
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
漁
船
の
動
力
化
は
こ
の
方
向
へ
の
一
大
は
つ
み
車
の
役
目
を
果
カ
ツ
オ
漁
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ツ
オ
魚
群
の
徹
底
的
な
沖
合
化
と
こ
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
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い
で
イ
ワ
シ
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
も
、
こ
う
し
て
出
発
し
た
漁
船
動
力
化
は
大
正
年
間
に
略
M
行
き
わ
た
り
、
大
正
五
年
の
機
船
底
曳
網
漁
業
採
用
を
契
機
に
大
挙
し
て
五
島
方
面
へ
出
漁
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
に
多
く
の
中
小
漁
業
資
本
が
輩
出
し
て
い
る
。
大
正
一
0
年
に
は
五
島
へ
出
漁
す
る
動
力
漁
船
は
一
〇
0
隻
に
及
び
、
大
小
合
し
て
1
―-
0余
の
漁
業
会
社
が
創
業
し
て
い
る
。
中
で
も
、
西
y
浦
の
S
氏
（
旧
地
主
）
及
び
東
y
浦
の
T
氏
（
漁
民
出
身
）
は
何
れ
も
二
0
数
隻
の
動
力
漁
船
を
有
し
、
y
屈
指
の
漁
業
資
本
家
と
し
て
繁
栄
を
誇
り
、
折
か
ら
設
立
中
の
F
造
船
及
び
T
造
船
に
も
投
資
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
島
出
漁
の
主
要
対
象
魚
族
は
、
主
と
し
て
ク
イ
で
あ
り
、
次
な
お
、
他
に
、
退
嬰
的
な
磯
漁
場
の
支
配
者
で
あ
る
東
y
浦
の
y
家
0
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
朋
治
一
―
-
0年
頃
に
プ
リ
大
敷
網
を
数
力
所
に
亘
っ
て
設
置
し
、
い
わ
ゆ
る
盗
本
制
漁
業
へ
の
睾
動
を
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
以
上
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
か
な
り
早
く
、
始
め
か
ら
外
地
出
漁
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
一
0
ト
ソ
J
の
よ
う
に
、
y
の
漁
船
動
力
化
は
日
本
の
一
般
漁
村
の
そ
れ
よ
り
も
力
化
は
急
テ
ソ
ボ
で
進
み
、
明
治
四
五
年
に
は
早
く
も
二
0
隻
に
及
ん
で
（
表
6
)
い
る
。
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
が
、
ブ
リ
が
全
く
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
挫
折
し
、
再
び
慣
行
漁
業
権
は
、
い
わ
ゆ
る
漁
場
代
へ
完
全
に
寄
生
す
る
旧
い
型
の
網
元
と
な
っ
て
い
は
以
上
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
音
頭
を
と
っ
た
の
は
明
ら
か
に
網
元
と
い
わ
れ
る
連
中
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
の
S
氏
y
氏
を
筆
頭
に
い
わ
ゆ
る
中
小
漁
業
家
と
い
わ
れ
る
連
中
の
中
に
は
、
典
型
的
な
網
元
階
暦
は
意
外
に
少
な
い
の
に
気
が
付
く
。
む
し
ろ
、
そ
の
中
心
に
ば
、
初
期
の
時
代
に
こ
れ
ら
網
元
に
附
随
し
て
そ
の
商
業
機
能
を
助
け
て
い
た
商
人
が
多
く
、
網
元
は
逐
次
こ
れ
ら
商
人
に
そ
の
地
位
を
譲
り
、
再
び
退
嬰
的
寄
生
化
へ
方
向
転
換
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
七
年
設
立
の
西
y
浦
漁
業
組
合
更
に
は
大
正
一
0
年
設
立
の
信
用
組
合
等
は
、
そ
の
方
向
転
換
の
重
要
な
と
り
で
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
y
に
お
け
る
商
工
業
に
つ
い
て
若
千
の
観
察
を
行
い
た
い
。
y
が
漁
村
の
規
模
か
ら
い
っ
て
、
分
不
相
応
な
商
業
組
織
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
、
朋
治
初
年
頃
の
商
店
の
存
在
状
態
は
詳
細
に
判
ら
な
い
が
、
S
商
店
と
B
商
店
及
び
T
r
と
E
の
二
旅
館
を
漁
業
が
勃
興
し
、
S
及
び
Y
氏
の
よ
う
な
査
本
制
漁
業
家
を
出
し
た
こ
と
漁
船
動
力
化
を
契
機
と
し
て
、
西
y
浦
を
中
心
に
急
激
に
資
本
主
義
的
る。 の
主
に
逆
も
ど
り
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
か
ら
五
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（表7) Yにおける主要商店推移
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
一五―
明 40 大 4 I 同 14 昭 8 同 15 同 22 蒜（反靡）（昭22)
s商店(S氏）.............................. 38 
一般小売（雑貨・衣料・食料・漁具） 専門小売（漁具・船具）
B 商店・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．． → 24 
一般小売（雑貨・衣料•家具・漁具） 専門小売（漁具・船具）
F商店・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 12 
一般小売（雑貨・衣料） 専門小売（衣料）
H商店・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 
一般小売（雑貨•薬品・化粧） 専門小売（化粧）
Ho商店 （大 7)..•…… → 
゜一般小売 専門小売（衣料・化粧）
Ma商店 （大8)..................... → 
゜一般小売（雑・食料） 専門小売（食料）
Me商店 （大12) → 2 
専門小売（飲食店）
Mi商店 （大14) → 
゜専門小売（飲食店）
Ta商店・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・（昭2) 20 
一般小売（雑貨・漁具） 閉
To商店 （昭 2)
゜専門小売（薬品）Ts商店・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •• 11 
一般小売（雑貨・食料●漁具）
Tr商店 → 20 
専門（旅館）
E商店 → 13 
専門（旅館）
Na商店．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． → 10 
一般小売（雑貨・衣料・食料） 専門小売（食料）
rNki商店 ．．．．．．．．．二五ぷ羞（大・(.1̀5)五.．.・ •；五．．．· •; •;；、-~--~ii·)····················•→ 16 
o I 
専門小売（電気器具）
Tsd商店 （昭10) → 
゜専門小売（漁具）I商店 （昭 8) → 
゜専門小売（文房具・書物）I 
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と
こ
ろ
が
、
明
治
四
0
年
頃
に
な
っ
て
、
漁
業
資
本
が
次
第
に
生
育
し
て
来
る
と
、
そ
れ
と
分
離
し
た
一
般
商
店
の
性
格
は
か
な
り
明
確
に
な
る
。
（
表
7
)
は
、
こ
れ
ら
商
店
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
年
間
ま
で
は
大
体
一
般
小
売
商
業
が
圧
俄
的
な
の
に
、
昭
和
以
降
急
速
に
そ
の
専
門
小
売
化
が
目
立
っ
て
来
て
い
る
。
漁
村
で
は
全
く
珍
ら
し
い
ほ
ど
の
専
門
化
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
主
要
産
業
部
門
を
概
観
し
た
。
明
治
一
―
-
0年
頃
ま
で
の
沿
岸
漁
業
不
振
化
の
時
代
に
は
、
慣
行
漁
場
に
お
け
る
網
1R
支
配
が
地
主
支
配
と
連
な
り
、
商
業
機
能
と
相
結
ん
で
、
y
漁
村
を
支
配
し
て
い
た
で
あ
る
。
だ
が
、
漁
業
不
振
化
は
網
元
を
も
含
め
て
全
村
を
次
第
に
不
況
に
追
込
ん
で
来
た
。
こ
こ
に
、
外
部
商
業
資
本
と
結
ん
で
網
元
連
中
の
新
る。 で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
屋
資
本
的
性
格
が
か
な
り
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
村
政
を
担
当
し
、
い
わ
ゆ
る
村
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
始
め
と
し
て
五
六
店
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
小
さ
い
け
れ
ど
の
し
い
方
向
へ
の
試
み
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
が
五
島
方
面
へ
の
出
漁
と
な
り
、
大
敷
網
の
試
み
と
な
り
、
或
は
機
船
底
曳
網
漁
業
の
採
用
と
な
り
、
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
事
実
を
或
る
程
度
立
証
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
地
改
革
と
漁
業
改
革
と
漁
業
協
同
組
合
現
在
の
漁
業
協
同
組
合
は
、
昭
和
二
四
年
二
月
施
行
せ
ら
れ
た
「
水
産
業
協
同
組
合
法
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
日
月
ほ
誠
に
浅
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁
村
の
い
わ
ゆ
る
共
同
体
と
し
て
の
前
身
組
合
の
歴
史
と
変
遷
は
、
か
な
り
古
く
、
明
治
初
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
政
府
の
漁
業
政
策
が
、
明
治
初
年
の
昏
迷
期
を
経
た
の
ち
、
旧
秩
序
を
推
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漁
業
を
再
編
成
す
る
方
向
に
指
向
せ
ら
れ
た
こ
と
は
衆
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
旧
藩
時
代
の
漁
場
は
「
沖
は
入
会
、
磯
は
根
付
」
の
一
般
的
原
則
で
秩
序
づ
け
ら
れ
、
従
っ
て
、
沿
岸
四
で
資
本
制
漁
業
家
と
し
て
伸
び
た
の
が
商
業
姿
本
家
と
一
部
先
進
的
漁
民
売
買
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
S
商
店
も
B
商
店
も
T
r
旅
館
も
、
い
網
元
は
、
大
部
分
は
中
途
半
端
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
の
意
味
売
商
業
を
営
み
、
漁
具
を
中
心
に
種
々
の
雑
貨
を
売
る
か
た
わ
ら
、
受
託
だ
が
、
慣
行
漁
業
権
を
中
核
と
し
た
旧
い
体
系
か
ら
脱
却
出
来
き
れ
な
て
、
こ
れ
ら
は
、
二
つ
の
旅
館
を
も
含
め
て
、
す
べ
て
い
わ
ゆ
る
一
般
小
そ
し
て
、
或
は
成
功
し
、
或
は
失
敗
し
た
。
も
寄
生
地
主
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
一
五
四
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漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
一
組
合
と
し
て
妥
協
的
に
紛
争
を
処
理
し
、
叉
は
従
来
の
仕
来
り
を
墨
守
一
五
五
論
争
即
ち
入
会
関
係
に
お
い
て
漁
場
紛
争
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
区
域
を
漁
場
は
地
元
漁
民
の
総
有
的
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
藩
制
企
図
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
地
に
激
し
い
混
乱
と
紛
争
を
生
じ
対
般
的
な
傾
向
を
生
じ
た
。
こ
こ
で
、
翌
九
年
に
は
海
面
国
有
制
と
と
も
に
旧
慣
行
漁
業
権
の
再
確
認
と
な
り
、
従
来
の
雑
種
税
が
廃
止
さ
れ
地
方
税
と
し
て
捕
魚
採
藻
税
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
漁
業
政
策
は
、
暗
中
摸
索
段
階
か
ら
脱
却
し
て
旧
制
度
維
持
政
策
へ
と
規
定
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
策
が
整
備
さ
れ
た
形
態
で
最
初
の
法
令
と
し
て
一
般
に
姿
を
現
わ
し
た
の
が
明
治
一
九
年
の
「
漁
業
組
合
準
則
」
で
あ
っ
た
。
『
営
業
ノ
幣
害
ヲ
矯
正
ツ
利
益
ノ
増
進
』
で
あ
の
で
、
そ
の
「
目
的
ほ
、
り
、
具
体
的
に
は
、
『
河
海
湖
沼
沿
岸
ノ
地
区
二
於
テ
』
『
漁
場
ノ
相
連
幣
ス
ル
モ
ノ
ハ
必
ス
一
組
合
卜
為
ス
ベ
シ
』
と
し
て
、
往
昔
か
ら
の
海
境
漁
業
組
合
準
則
は
、
一
九
年
五
月
農
商
務
省
令
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
か
に
し
た
。
こ
の
た
め
の
国
内
的
基
礎
固
め
と
し
て
漁
業
制
度
の
整
備
即
さ
れ
、
漁
村
部
落
の
漁
場
又
は
漁
業
業
態
を
維
持
す
る
た
め
の
漁
業
法
制
5
 
定
に
至
る
過
渡
的
便
法
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
」
要
す
る
に
、
制
度
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
継
承
し
て
行
こ
う
と
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
も
漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
、
網
元
の
支
配
体
制
を
強
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
以
後
、
三
0
年
の
遠
洋
漁
業
奨
励
法
公
布
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
は
ア
ジ
ア
海
域
一
幣
へ
の
積
極
的
進
出
企
図
を
明
ら
ち
漁
業
法
制
定
が
姐
上
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
漁
業
法
は
、
二
六
年
村
田
保
の
漁
業
法
案
提
出
か
ら
始
っ
て
幾
多
の
曲
折
を
経
て
三
四
年
の
漁
業
法
成
立
と
な
っ
て
受
け
つ
が
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
旨
は
、
漁
業
組
合
が
地
先
専
用
漁
業
権
の
享
有
主
体
と
し
て
従
来
の
浦
浜
制
度
を
法
制
的
に
継
承
し
、
漁
業
権
管
理
団
体
と
し
て
の
性
格
を
は
っ
き
り
と
う
ち
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
漁
業
法
は
、
更
に
四
三
年
に
従
来
の
線
の
強
化
方
向
に
沿
っ
て
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
旧
漁
業
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
漁
業
組
合
は
「
漁
業
権
若
ハ
入
漁
権
ヲ
坑
的
に
入
会
漁
場
の
排
他
的
地
元
部
落
総
有
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
全
う
し
た
路
線
の
上
で
、
明
治
二
七
年
に
東
y
浦
、
西
y
浦
に
お
い
て
何
れ
漁
業
権
の
撤
廃
を
計
画
し
、
八
年
に
は
「
海
面
官
有
制
及
び
借
区
制
」
を
の
準
則
は
、
漁
場
秩
序
の
棄
乱
に
対
す
る
措
既
と
し
て
旧
藩
時
代
の
浦
浜
ら
し
た
。
明
治
政
府
も
、
最
初
は
こ
の
動
向
に
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
慣
行
撤
廃
は
、
旧
来
の
総
有
的
形
態
の
中
に
個
人
有
漁
場
生
成
の
機
運
を
も
た
こ
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
こ
れ
を
維
持
す
る
漁
業
取
締
り
の
た
め
に
設
立
662 
漁
業
権
に
よ
る
排
他
的
占
有
炭
内
容
と
す
る
旧
い
生
産
関
係
の
新
し
い
制
7
 
度
化
で
あ
り
承
認
化
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
発
展
し
て
行
く
漁
業
の
褒
本
主
義
と
旧
秩
序
と
を
こ
の
漁
業
組
合
に
お
い
て
妥
協
し
糊
塗
し
て
き
た
。
漁
業
組
合
が
大
正
期
を
通
じ
て
次
第
に
商
業
資
本
に
対
す
る
対
抗
組
織
と
し
て
の
協
同
組
合
へ
と
成
熟
し
て
行
く
過
程
は
、
実
に
漁
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
そ
の
も
の
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
y
村
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
漁
業
か
ら
脱
落
し
て
来
る
網
元
層
が
、
に
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
商
業
資
本
に
対
処
し
て
行
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
働
く
漁
民
層
の
真
の
利
益
を
代
表
す
る
こ
の
組
合
を
拠
点
と
し
て
封
建
的
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
漁
莱
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
大
戦
を
跳
羅
台
と
し
て
世
界
的
地
位
を
確
立
し
、
北
洋
、
南
海
等
の
外
洋
を
頂
点
と
し
て
多
数
の
資
本
主
義
的
漁
業
に
す
ぎ
ず
、
本
質
に
お
い
て
は
漁
場
の
分
割
と
総
有
及
び
私
有
の
物
権
的
テ
目
的
ト
ス
」
と
さ
れ
、
従
来
の
漁
業
権
の
享
有
主
体
と
し
て
の
他
に
、
い
わ
ゆ
る
経
済
団
体
と
し
て
の
協
同
組
合
的
性
格
が
附
与
さ
れ
る
の
で
あ
．
 6
 
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
出
資
制
も
責
任
制
も
と
ら
れ
て
い
な
N°
と
も
か
く
も
、
こ
の
旧
漁
業
法
は
本
来
的
に
は
従
来
の
慣
行
の
成
文
化
大
戦
の
終
焉
と
と
も
に
襲
来
し
た
世
界
的
不
況
と
他
国
の
漁
業
進
出
と
に
、
各
種
の
助
成
金
の
撤
布
、
低
利
演
金
の
供
給
等
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ
な
が
ら
、
具
体
的
に
は
、
出
浚
制
と
貴
任
制
の
採
用
、
漁
業
自
営
の
認
可
、
種
々
共
同
施
設
の
建
設
、
非
漁
業
者
の
参
加
等
を
内
容
と
し
た
近
代
的
な
協
同
組
合
へ
の
組
織
化
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
協
同
組
合
を
社
会
経
済
構
成
の
発
展
段
階
と
は
無
関
係
な
人
類
の
理
想
的
永
久
的
組
織
形
態
と
し
て
宗
教
的
精
神
的
な
幻
想
に
ま
で
祭
り
上
げ
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
協
同
組
合
主
義
の
宜
伝
も
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
。
両
y
浦
に
お
い
て
も
、
こ
の
改
正
に
よ
る
編
成
が
え
が
行
わ
れ
た
が
、
内
実
は
全
く
何
の
変
化
も
な
い
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
漁
村
経
済
更
生
と
い
う
旗
じ
る
し
の
下
岸
漁
業
櫂
漁
業
の
協
同
化
政
策
で
あ
り
、
昭
和
八
年
の
漁
業
法
改
正
は
そ
底
に
追
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
の
が
沿
だ
か
ら
、
昭
和
恐
慌
以
来
、
中
小
漁
業
と
一
般
漁
民
層
は
窮
乏
の
ど
ん
ら
の
打
撃
に
対
し
て
何
ら
の
策
を
も
た
な
か
っ
た
。
は
、
日
本
漁
業
に
も
痛
烈
な
打
撃
を
与
え
た
。
日
本
漁
業
政
策
は
、
こ
れ
洋
へ
と
伸
張
す
る
上
向
傾
向
す
ら
若
千
沼
取
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、
取
得
ツ
叉
ハ
漁
業
権
ノ
貸
付
ヲ
受
ケ
組
合
員
ノ
共
同
ノ
施
設
ヲ
為
ス
ヲ
以
を
輩
出
さ
せ
、
一
般
漁
民
層
で
も
そ
の
一
部
は
沿
岸
か
ら
沖
合
へ
更
に
遠
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
一
五
六
663 
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
船
揚
場
、
船
溜
、
販
売
所
、
加
工
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
運
搬
施
設
、
救
難
対
策
等
々
の
主
要
な
漁
業
生
産
面
に
お
け
る
共
同
施
設
は
国
家
資
金
援
助
の
下
に
急
激
に
整
備
さ
れ
て
行
っ
た
。
産
業
組
合
を
通
じ
て
の
国
家
資
金
た
。
け
れ
ど
も
、
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
の
漁
業
協
同
組
合
が
、
多
分
の
国
家
援
助
が
あ
る
け
れ
ど
も
弱
者
の
解
放
運
動
と
し
て
の
協
同
組
合
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
日
本
資
本
主
義
の
独
占
段
階
の
整
備
と
い
う
一
般
的
条
件
の
下
に
、
魚
の
生
産
者
で
あ
り
エ
業
製
品
の
消
費
者
で
あ
る
漁
民
層
と
い
わ
ゆ
る
商
人
と
の
間
の
対
立
矛
盾
ほ
漸
く
激
化
表
面
化
し
、
漁
民
に
よ
る
商
人
排
除
運
動
が
次
第
に
進
展
を
見
せ
、
単
な
る
漁
業
権
管
理
団
体
と
し
て
発
足
し
た
漁
業
組
合
は
こ
の
時
期
に
至
っ
て
始
め
て
本
格
的
な
協
同
組
合
へ
と
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
折
角
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
協
同
組
合
遅
動
も
、
日
本
が
日
華
事
変
の
渦
中
に
投
ず
る
に
及
ん
で
中
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
日
華
事
変
は
日
本
帝
国
主
義
の
必
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
国
内
の
収
奪
横
領
機
構
の
整
備
を
要
請
し
、
準
戦
時
体
制
か
ら
い
わ
ゆ
る
戦
時
体
制
へ
の
編
成
替
え
が
強
行
さ
れ
、
漁
業
で
は
漁
業
組
合
を
国
家
統
制
機
関
に
編
入
す
る
こ
よ
り
生
産
力
維
持
増
進
政
策
（
漁
村
経
済
更
生
政
策
）
と
な
っ
援
助
が
組
合
の
信
用
事
業
を
急
激
に
発
展
さ
せ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
一
五
七
途
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
金
融
面
に
お
け
る
系
統
連
絡
と
と
も
に
、
全
国
漁
業
組
合
連
合
会
と
全
国
の
道
府
県
連
合
会
の
設
立
に
よ
る
漁
業
組
こ
う
し
て
、
漁
業
統
制
の
政
府
機
関
的
性
格
を
も
っ
て
き
た
漁
業
組
合
参
加
を
強
要
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
必
需
生
産
衰
材
の
配
給
集
荷
の
独
占
的
運
営
で
あ
り
、
金
融
面
で
は
軍
事
イ
ソ
フ
レ
と
魚
価
品
騰
に
よ
る
漁
村
の
浮
動
購
買
力
の
吸
収
、
国
債
の
消
化
、
そ
の
た
め
の
生
産
物
阪
売
代
金
の
振
替
と
源
泉
貯
蓄
、
国
債
の
半
強
制
的
割
当
、
予
貯
金
の
中
金
へ
の
8
 
吸
着
等
々
で
あ
っ
氾
。
組
合
の
増
大
し
た
事
業
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国
家
的
系
統
組
織
化
の
進
展
に
よ
っ
て
上
か
ら
強
要
さ
れ
た
漁
業
収
奪
の
結
果
で
あ
り
、
下
か
ら
の
本
来
的
な
協
同
組
合
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
六
年
一
1
一
月
の
太
平
洋
戦
争
突
入
を
迎
え
、
国
家
独
占
査
本
主
義
は
一
層
強
力
な
戦
時
統
制
経
済
を
要
請
し
、
漁
業
は
農
業
と
と
も
に
そ
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
「
特
に
日
本
の
場
合
の
戦
時
消
耗
ほ
そ
の
生
産
力
段
階
に
比
較
し
て
極
端
に
多
く
、
当
初
の
う
ち
は
国
内
の
収
奪
、
横
領
の
強
化
と
植
民
地
、
半
植
民
地
よ
り
の
途
方
も
な
い
収
は
、
生
産
力
の
維
持
拡
充
と
い
う
絶
対
命
令
の
下
に
戦
争
へ
の
総
動
員
的
合
の
全
国
的
系
統
組
織
が
完
備
す
る
。
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
漁
業
組
合
は
貯
金
受
入
業
務
及
び
系
統
融
資
の
方
こ
う
し
て
、
八
年
以
降
、
逐
次
、
漁
業
組
合
組
織
設
定
は
数
を
増
し
、
て
具
体
化
し
た
。
即
ち
、
昭
和
一
三
年
漁
業
法
及
び
産
業
組
合
中
央
金
庫
664 
と
横
領
を
基
調
と
す
る
統
制
経
済
へ
の
要
請
を
日
本
に
お
い
て
ま
す
ま
す
⑨
 
大
な
ら
し
め
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
水
産
業
団
体
の
統
合
も
、
一
八
年
の
水
産
業
団
体
法
の
公
布
に
よ
っ
て
全
国
の
沿
岸
漁
業
者
と
水
産
加
工
業
者
達
を
中
央
水
産
業
会
の
一
元
的
統
制
下
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
従
来
ま
で
幾
分
な
り
と
も
残
さ
れ
て
い
た
自
主
的
経
済
団
体
と
し
て
の
性
格
は
完
全
に
払
拭
さ
れ
、
戦
争
協
力
の
た
め
の
国
策
協
力
機
関
へ
と
変
質
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
中
央
水
産
業
会
は
水
産
会
法
に
基
づ
く
全
国
漁
業
組
合
連
合
会
に
統
一
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
道
府
県
水
産
会
と
漁
業
組
合
を
合
わ
せ
て
道
府
県
水
産
業
会
を
設
け
、
更
に
そ
の
下
に
単
位
団
体
と
し
て
市
町
村
又
は
部
落
区
域
に
漁
業
協
同
組
合
を
改
組
し
た
漁
業
会
を
設
置
し
た
。
又
、
別
に
水
産
物
製
造
者
を
指
定
区
域
に
お
い
て
業
種
別
の
製
造
莱
会
を
設
立
さ
せ
、
沿
岸
漁
業
の
生
産
加
工
を
一
元
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
横
領
機
構
は
漁
村
の
末
端
を
も
隈
な
く
蔽
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
y
に
お
い
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
家
独
占
浚
本
主
義
生
収
奪
時
消
耗
に
打
ち
克
っ
こ
と
が
で
き
ず
、
加
速
度
的
に
縮
小
生
産
の
過
程
を
が
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
工
業
総
生
産
高
は
戦
奪
に
よ
っ
て
そ
れ
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
拡
大
再
生
産
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
こ
の
漁
業
協
同
組
合
の
組
織
は
、
沿
岸
漁
業
を
漁
協
自
営
に
お
く
こ
と
か
し
、
地
区
漁
業
協
同
組
合
は
、
新
漁
業
法
に
よ
っ
て
各
種
漁
業
権
の
管
及
び
遮
営
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
古
典
的
協
同
組
合
原
則
が
適
用
さ
れ
た
。
し
の
姿
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
協
同
組
合
は
、
昭
和
二
三
年
末
に
制
定
さ
れ
た
水
産
業
協
同
組
合
法
に
よ
っ
て
、
第
一
義
的
に
漁
民
及
び
水
産
加
工
業
者
の
組
織
す
る
経
済
事
業
団
体
と
規
定
さ
れ
、
農
業
協
同
組
合
と
同
様
に
組
織
理
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
結
合
及
び
加
入
脱
退
に
つ
い
て
は
自
由
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
水
産
業
協
同
組
合
の
中
核
を
な
す
漁
業
協
同
組
合
は
、
経
済
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
漁
業
権
管
理
の
権
利
団
体
で
も
あ
る
。
を
主
眼
と
し
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
漁
業
民
主
化
の
中
核
で
あ
っ
た
。
漁
業
協
同
組
合
い
わ
ゆ
る
民
主
的
な
特
徴
ほ
大
体
次
の
二
つ
の
点
が
強
調
さ
れ
Ol u
 
て
い
る
。
第
一
ほ
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
漁
業
労
働
者
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
漁
家
経
済
の
協
同
化
機
能
と
い
う
協
同
組
合
本
来
の
機
能
に
則
し
て
考
え
る
と
、
漁
業
経
営
責
任
者
だ
け
で
充
分
で
あ
る
が
、
漁
業
協
同
組
合
の
よ
り
一
層
の
民
主
化
の
た
め
に
は
、
こ
の
措
置
は
妥
当
な
も
の
あ
ろ
て
も
、
多
少
と
も
見
ら
れ
た
本
来
的
な
漁
業
協
同
組
合
的
性
格
は
全
く
そ
一
五
八
665 
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
的
粉
飾
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
漁
村
に
お
い
て
は
、
漁
業
協
同
組
合
事
業
の
利
用
を
漁
民
だ
け
に
限
定
す
一
五
九
だ
か
ら
こ
そ
、
半
分
を
占
め
て
い
た
田
畑
の
小
作
地
が
農
地
改
革
に
よ
役
員
の
選
挙
権
及
び
議
決
権
を
も
た
な
い
。
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
し
、
漁
民
で
あ
り
な
が
ら
定
款
に
よ
る
漁
協
組
合
外
の
も
の
に
よ
る
漁
協
支
配
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
実
際
上
と
相
ま
っ
て
初
め
て
充
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
合
は
何
よ
り
も
漁
民
の
主
体
性
確
保
の
上
に
立
っ
て
い
る
か
ら
、
漁
民
以
だ
か
ら
、
こ
の
新
し
い
民
主
的
協
同
組
合
は
、
新
し
い
漁
業
法
の
発
足
第
二
は
、
准
組
合
員
制
度
及
び
法
人
の
不
参
加
で
あ
る
。
漁
業
協
同
組
員
に
な
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
准
組
合
員
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
准
組
合
員
は
、
叉
、
漁
協
の
本
来
の
性
格
を
漁
民
個
人
の
自
由
な
結
合
に
お
く
た
め
、
漁
りヽ
更
に
、
業
生
産
組
合
及
び
そ
の
常
時
使
用
す
る
従
業
者
の
数
が
三
百
人
以
下
で
あ
使
用
漁
船
の
合
計
ト
ソ
数
が
三
百
ト
ソ
以
下
の
法
人
に
限
り
、
准
組
合
員
の
資
格
を
も
ち
、
そ
れ
以
上
の
規
模
の
法
人
及
び
漁
業
協
同
組
合
等
は
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
加
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
両
y
浦
の
二
つ
の
漁
業
会
は
、
果
し
て
い
わ
ゆ
る
二
つ
の
民
主
的
特
徴
を
摂
取
し
て
新
し
い
漁
民
の
組
織
と
な
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
、。カ
昭
和
二
四
年
法
律
第
二
六
七
号
と
し
て
成
立
し
た
新
漁
業
法
は
、
旧
漁
業
権
の
一
斉
消
減
、
漁
業
調
墜
委
員
会
の
設
置
等
々
、
外
見
的
に
は
民
主
組
合
（
組
合
優
先
主
義
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
、
Y
で
も
漁
業
協
同
組
合
の
設
立
は
二
五
年
に
既
に
終
了
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
容
は
旧
漁
業
会
が
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
い
る
。
成
程
、
両
組
合
と
も
昔
の
会
長
(
A
家
0
家
）
は
変
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
親
戚
縁
者
友
人
は
そ
の
ま
ま
要
職
に
顔
を
連
ら
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
y
の
一
連
の
支
配
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
へ
、
二
六
年
後
半
か
ら
二
七
年
へ
か
け
て
の
新
漁
業
法
施
行
に
よ
る
切
換
漁
業
権
が
下
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
漁
業
協
同
組
合
の
発
足
と
新
漁
業
法
の
施
行
と
の
時
期
の
ず
れ
た
こ
と
は
、
y
に
お
い
て
も
旧
支
配
層
の
力
を
強
く
残
存
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
漁
民
は
、
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
組
合
の
民
主
化
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
旧
勢
力
が
一
た
ん
体
制
を
整
え
た
後
だ
け
に
よ
り
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
っ
て
全
く
姿
を
を
消
し
、
い
わ
ゆ
る
地
主
経
営
が
全
く
崩
れ
去
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
政
を
軸
と
し
て
各
産
業
に
お
け
る
支
配
系
列
は
大
き
な
ぅ゚
る
。
そ
し
て
、
こ
の
新
漁
業
法
に
よ
る
民
主
的
逓
営
の
基
軸
が
漁
業
協
同
666 
西
y
の
約
四
0
戸
の
農
家
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
山
漁
村
農
業
五
た
と
い
う
の
が
y
に
お
け
る
実
態
で
あ
っ
た
。
な
い
し
二
反
経
営
に
象
徴
さ
れ
る
貧
弱
な
農
業
経
営
は
全
然
解
消
さ
れ
て
要
す
る
に
、
農
地
改
革
も
漁
業
改
革
も
そ
し
て
漁
業
協
同
組
合
も
、
新
し
い
装
い
の
下
に
出
発
し
た
け
れ
ど
も
、
内
実
は
旧
い
勢
力
に
利
用
さ
れ
註
(
5
)
原
暉
一
―
-
「
漁
業
組
合
法
概
要
」
四
ー
五
頁
(
6
)
水
産
時
報
特
集
号
「
協
同
組
合
の
現
状
」
ニ
ー
―
―
一
頁
(
7
)
近
藤
康
男
絹
「
日
本
漁
業
の
経
済
構
造
」
1
一
七
頁
(
8
)
水
産
時
報
特
集
号
「
協
同
組
合
の
現
状
」
六
頁
(
9
)
井
上
晴
丸
・
宇
佐
美
誠
次
郎
「
危
機
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
樅
造
」
―
―
―
―
-
|
-
―
四
頁
(
1
0
)
水
産
時
報
特
集
号
「
協
同
組
合
の
現
状
」
七
ー
八
頁
現
況
の
分
析
約
一
六
町
の
田
と
約
一
五
町
の
畑
し
か
も
た
な
い
y
の
農
業
は
、
何
と
い
っ
て
も
副
次
的
産
業
と
し
て
の
地
位
し
か
占
め
て
い
な
い
。
そ
れ
も
、
い
な
い
。
し
、
そ
の
限
り
で
は
支
配
被
支
配
の
関
係
は
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
一
反
変
化
を
見
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
農
地
改
革
は
、
地
主
と
小
作
を
一
掃
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
（表8) 産業別人口推移
｀年次分農業漁業商業工業その他計 在籍出I無外籍 I者計
大 8 405 1,517 217 146 I 282 2,567... . ． 
昭 15 487 1,601 215 119 303 2,725 . . . 
同 22 505 1,871 236 102 395 3,059 495 60 655 
同 24 473 1,679 227 114 392 2,885 1,501 502 2,003 
同 26 475 1,562 235 117 356 2,810 1,513 740 2,253 
同 28 432 1,545 230 117 338 2,660 1,457 568 2,025 
同 30 396 I 1,s22 232 115 327 2,592 1,432 630 2,062 
か
ら
、
他
は
老
幼
婦
女
子
に
よ
る
副
業
的
漁
村
農
業
で
あ
る
。
約
四
百
の
（表
8
)
農
業
人
口
に
は
こ
れ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
六
〇
667 
い
う
こ
と
だ
け
で
は
圧
俄
的
支
配
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
で
漁
業
に
連
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
、
現
在
の
よ
う
も
つ
も
の
は
な
い
。
即
ち
決
定
的
な
力
を
も
っ
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
面
い
現
象
で
、
そ
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
地
主
も
含
ま
れ
て
い
る
。
八
反
種
兼
業
を
除
け
ば
、
他
は
ほ
と
い
ん
ど
が
商
店
で
あ
る
の
も
面
白
儘
う
ち
四
戸
の
専
業
と
一
二
戸
の
八
反
層
は
二
八
戸
あ
り
、
そ
の
三
つ
の
階
層
に
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
―
―
―
反
未
満
と
（
表
9
)
の
よ
う
で
あ
る
が
、
農
地
を
経
営
規
模
別
に
見
る
は
圧
倒
的
戸
数
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
が
y
漁
業
の
主
要
担
当
層
で
あ
る
こ
と
ほ
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
三
反
な
い
し
以
上
は
五
一
戸
あ
り
、
こ
れ
が
農
業
の
主
要
担
当
層
な
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
か
っ
て
の
支
配
層
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
力
を
に
交
通
網
の
完
備
し
た
状
況
の
下
で
は
、
単
に
食
糧
の
生
産
者
で
あ
る
と
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
経営規模別戸数
{規模分＼1戸 数1専 業！ 1兼種 I2業種 経一営戸面積平（均反）
3反未満 312 
゜゚
201 0.7 
3~8反 28 4 3 65 5.9 
8~15反 51 39 6 
゜
9.4 
計 391 43 ， 266 
転
換
期
の
y
漁
業
一
六
も
そ
の
再
建
は
不
可
能
と
さ
え
思
わ
れ
る
程
の
惨
憎
と
し
た
状
態
を
呈
し
た。
y
漁
業
の
立
直
り
は
、
採
藻
採
貝
の
磯
漁
業
か
ら
始
っ
た
。
石
油
、
綿
糸
等
は
引
続
い
て
強
力
な
統
制
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
に
よ
る
漁
業
労
働
力
の
復
帰
は
、
生
の
労
働
を
中
心
す
る
こ
と
漁
浦
の
磯
漁
業
に
活
気
を
与
え
た
。
急
速
に
回
復
し
た
採
藻
採
貝
業
が
折
か
ら
の
食
糧
不
足
に
よ
る
米
穀
の
高
値
を
相
殺
し
て
も
な
お
相
当
の
闇
利
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
慣
行
漁
業
権
の
支
配
者
が
大
き
く
力
を
回
復
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
の
沿
岸
漁
業
及
び
沖
合
漁
業
の
回
復
は
容
易
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
巨
大
漁
業
資
本
中
心
の
復
興
政
策
は
、
ニ
ー
年
に
は
早
く
も
完
全
に
軌
道
に
乗
り
、
復
興
金
融
金
庫
に
よ
る
鋼
船
建
造
、
石
油
を
始
め
漁
業
用
資
材
の
優
先
供
給
、
更
に
は
戦
時
中
の
横
領
隠
と
く
物
資
を
動
員
す
る
等
し
て
、
こ
れ
ら
巨
大
資
本
は
狭
い
マ
・
ラ
イ
ソ
内
を
縦
横
に
操
業
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
湛
大
な
独
占
的
利
益
を
大
資
本
に
保
償
し
、
Y
の
沖
合
で
も
強
度
の
操
業
が
続
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
必
然
的
に
漁
業
資
源
を
急
激
に
低
下
さ
せ
、
沿
岸
漁
業
は
極
度
に
不
振
と
な
っ
た
。
そ
れ
(2) る。
0
年
に
戦
争
は
終
り
、
世
界
最
大
の
漁
業
国
と
自
認
し
て
い
た
日
本
668 
と
も
あ
れ
、
既
に
、
資
源
の
枯
渇
し
よ
う
と
し
て
い
る
沿
岸
漁
業
に
今
な
お
相
当
以
上
の
重
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
y
漁
業
の
脱
弱
さ
が
あ
り
立
ち
遅
れ
が
あ
る
。
近
代
的
漁
業
へ
の
進
出
が
こ
こ
の
漁
業
を
発
展
に
導
く
唯
一
の
方
向
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
大
部
分
の
漁
業
地
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
向
へ
の
前
進
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
よ
う
な
っ
て
は
い
ま
い
。
獲
を
知
る
上
で
は
大
き
く
違
も
っ
と
も
、
こ
の
数
字
は
西
y
の
贅
本
制
漁
業
家
（
他
国
（表10)
ヘ
水
揚
げ
）
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
少
く
と
も
漁
民
の
漁
し
、
極
度
の
不
振
に
見
ま
わ
れ
て
い
な
い
の
が
判
ろ
う
。
漁獲高推移（単位貫）
年］ド巴1東 Y 浦 1西 Y 浦
昭 22 98,487 35,532 
同 24 83,714 29,886 
同 26 136,674 59,751 
同 28 101,953 55,727 
同 29 99,906 48,560 
同 30 121,053 62,255 
「漁業協同組合」による漁獲高
は
漁
獲
高
推
移
で
あ
る
が
、
東
y
が
よ
り
早
く
漁
獲
を
回
復
え
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
漁
民
が
沖
合
及
び
遠
洋
漁
業
を
従
っ
て
大
き
な
漁
船
を
切
望
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
が
出
来
な
い
と
ゆ
る
沖
合
漁
業
が
、
二
三
年
か
ら
は
次
々
と
採
用
さ
れ
て
行
っ
た
。
徳
島
の
沖
合
漁
業
の
中
心
は
、
中
型
機
船
底
曳
網
漁
業
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
太
平
洋
海
域
で
操
業
し
て
い
る
。
こ
の
漁
法
が
徳
島
に
伝
わ
っ
た
の
は
そ
の
最
盛
期
で
あ
る
大
正
一
0
年
と
い
わ
れ
、
爾
来
急
速
な
発
展
を
見
せ
た
が
、
漁
獲
能
率
が
高
く
且
つ
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
逆
に
資
源
の
問
題
で
沿
岸
漁
業
者
と
の
間
に
絶
え
ず
紛
争
を
呼
び
、
相
互
の
競
争
も
加
わ
っ
て
不
祥
事
件
が
跡
を
断
た
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
後
、
中
型
機
船
底
曳
網
漁
業
は
次
第
に
復
興
し
、
特
に
二
四
年
以
降
は
早
く
も
戦
前
を
凌
ぐ
程
の
段
階
に
達
し
、
し
か
も
そ
れ
は
漁
船
の
大
型
化
及
び
機
動
力
の
増
加
と
漁
網
の
優
秀
化
と
に
よ
っ
て
一
層
高
能
率
化
し
て
行
く
傾
向
を
示
し
た
。
だ
が
、
こ
の
漁
業
は
資
源
枯
渇
化
と
沿
岸
漁
業
者
の
対
坑
に
際
会
し
日
本
伝
来
の
漁
業
政
策
に
よ
っ
て
冷
酷
な
統
制
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
漁
業
独
占
資
本
の
再
編
強
化
反
び
買
弁
化
を
軸
と
し
て
み
せ
か
け
の
民
主
化
政
策
を
遂
行
し
て
き
た
日
本
漁
業
政
策
は
、
こ
こ
で
も
中
型
機
船
底
曳
網
漁
業
を
生
産
力
が
高
（表
10)
こ
ろ
に
沿
岸
漁
莱
か
ら
脱
却
出
来
な
い
真
因
が
あ
る
。
る
。
事
実
、
棒
受
網
漁
業
、
ま
き
網
漁
業
、
中
型
底
曳
網
漁
業
等
の
い
わ
れ
ど
こ
ろ
か
、
徳
島
で
は
こ
れ
で
も
相
当
積
極
性
を
見
せ
た
方
な
の
で
あ
は
、
既
に
明
治
以
来
下
降
を
続
け
て
い
た
沿
岸
漁
業
に
最
後
の
一
撃
を
与
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
勿
論
、
新
し
い
方
向
へ
の
漁
業
の
試
み
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
苦
難
に
満
ち
満
ち
た
途
で
あ
る
こ
と
も
変
り
は
な
い
。
一
六
669 
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
転
操
と
深
海
開
発
と
に
ふ
り
向
け
ら
れ
た
。
他
種
漁
業
の
中
で
最
も
希
ま
れ
る
の
ほ
遠
洋
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
漁
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
相
当
の
資
金
を
必
要
と
し
又
優
秀
な
漁
船
と
装
備
を
備
え
な
け
れ
ば
成
果
が
あ
が
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
生
産
組
合
を
組
織
し
た
り
、
組
合
自
営
を
強
化
し
た
り
し
て
い
る
。
も
う
残
さ
れ
た
途
は
遠
洋
漁
業
に
乗
り
出
す
だ
け
で
あ
る
。
y
だ
け
に
限
ら
ず
徳
島
の
遠
洋
漁
業
の
希
望
は
、
南
方
の
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
に
あ
る
。
大
体
、
こ
こ
の
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
船
は
、
明
治
末
年
に
早
く
も
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
動
力
漁
船
が
太
平
洋
海
域
に
お
い
て
他
の
漁
業
地
に
先
ん
じ
て
姿
を
現
わ
し
、
沖
合
一
〇
浬
ま
で
の
海
域
で
操
業
を
開
始
し
て
い
た
。
爾
来
、
徳
島
の
遠
洋
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
漁
業
は
急
激
な
発
展
を
示
し
、
特
に
昭
和
五
年
頃
か
ら
ー
ニ
年
頃
の
間
は
日
本
で
一
、
ニ
位
を
争
う
程
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
y
は
そ
の
中
で
も
華
や
か
な
存
在
で
あ
っ
た
。
特
に
、
こ
れ
ら
減
船
は
1
一
九
年
か
ら
急
速
度
と
な
り
、
他
種
漁
業
へ
の
一
六
全
て
を
失
い
完
全
な
壊
減
状
態
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
終
了
後
も
、
こ
の
漁
業
は
、
マ
・
ラ
イ
ン
に
よ
る
漁
区
制
限
の
た
め
沿
岸
及
び
沖
合
漁
業
の
復
興
を
よ
そ
に
依
然
沈
態
を
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
際
情
勢
変
化
に
よ
る
二
七
年
四
月
の
漁
区
制
限
解
除
と
マ
グ
ロ
の
ア
メ
リ
カ
輸
出
の
好
転
と
は
、
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
漁
業
の
急
速
な
復
興
機
遮
を
醸
生
し
、
臨
時
特
例
法
等
に
よ
る
政
策
的
庇
護
と
相
ま
っ
て
次
第
に
回
復
し
、
現
在
で
は
略
々
戦
前
に
近
い
状
態
に
ま
で
発
展
し
た
。
も
、
（
表
11)
の
大
型
漁
船
増
大
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
進
出
す
る
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
船
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
Y
は
勿
論
近
傍
に
遠
洋
漁
業
基
地
の
な
い
こ
と
は
必
然
的
に
他
の
漁
業
地
依
存
度
を
強
く
し
、
色
々
の
面
で
損
失
を
受
け
て
い
る
。
又
、
現
在
、
徳
島
県
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
漁
業
協
同
組
合
が
結
成
y
で
時
に
は
徳
島
の
遠
洋
カ
ツ
ォ
・
マ
グ
ロ
漁
業
は
、
そ
の
漁
船
の
ほ
と
ん
ど
退
せ
し
め
、
そ
れ
は
太
平
洋
戦
争
突
入
を
機
に
決
定
的
と
な
っ
た
。
敗
戦
て
次
第
に
下
火
に
向
い
、
慣
行
漁
業
支
配
者
に
譲
歩
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
大
童
の
操
業
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
戦
争
は
次
第
に
こ
の
漁
業
を
衰
y
の
中
小
漁
業
家
及
び
新
し
い
漁
民
の
機
船
底
曳
網
漁
業
も
、
こ
う
し
へ
、
マ
グ
ロ
延
羅
漁
業
に
至
っ
て
ほ
太
平
洋
の
南
三
千
浬
の
赤
道
附
近
へ
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
隻
が
、
南
は
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ソ
群
島
、
グ
ワ
ム
島
へ
、
東
は
清
水
沖
八
〇
浬
た
の
で
あ
る
。
貧
困
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
貧
困
な
生
存
が
許
さ
れ
も
急
速
に
大
型
化
し
、
一
0
0ト
ソ
内
外
の
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
船
五
0
い
が
故
に
沿
岸
漁
業
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し
て
強
い
統
制
の
対
象
と
し
即
ち
、
昭
和
五
年
か
ら
―
二
年
に
至
る
全
盛
時
代
に
お
い
て
は
、
漁
船
670 
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
の
極
端
な
低
位
生
産
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
事
化
も
加
わ
っ
て
、
限
り
な
い
生
活
水
準
の
低
下
で
も
追
い
付
く
こ
と
が
た
。
と
こ
ろ
が
、
強
度
の
漁
場
濫
獲
と
過
剰
人
口
の
圧
力
は
、
漁
業
の
軍
（表11)
ぐ年度I， 焦動力船
動力船
5トソ未満|5~30130トソ以上1 計
昭 22¥ 214 103 18 2 133 
同 24 213 104 29 4 137 
同 26 210 111 35 8 154 
同 28 211 113 41 12 166 
同 29 211 119 46 13 178 
同 31 213 119 49 14 182 
根
強
い
力
で
あ
っ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
し
て
、
八
田
網
、
機
船
底
曳
網
、
刺
網
、
棒
受
網
等
の
沖
合
漁
業
が
、
網
元
と
商
人
と
の
共
同
で
数
多
く
立
ち
現
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
試
み
も
機
船
底
曳
網
漁
業
を
除
い
て
ほ
思
っ
た
程
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
期
待
外
れ
の
不
成
さ
れ
た
旧
秩
序
の
漁船隻数推移
と
い
っ
て
も
沿
岸
さ
れ
、
着
々
と
自
営
体
制
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
立
ち
遅
れ
は
否
む
べ
と
も
あ
れ
、
Y
洋
カ
ツ
オ
・
マ
グ
的
漁
業
へ
の
発
展
の
途
を
阻
止
し
漁
業
依
存
に
象
徴
も
で
き
な
い
土
壇
場
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
崩
壊
状
態
に
際
し
て
、
漸
く
新
し
い
漁
民
の
力
に
よ
る
近
代
的
漁
業
へ
の
方
向
が
お
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
勿
論
、
前
途
ほ
暗
濡
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
し
か
か
す
か
な
希
湿
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
漁
業
協
同
組
合
東
y
浦
の
磯
漁
業
を
尖
兵
と
し
て
復
興
し
て
来
た
。
が
、
程
な
く
イ
ン
フ
レ
に
伴
う
シ
ェ
ー
レ
及
び
過
剰
人
口
の
圧
力
と
、
資
お
け
る
漁
業
だ
け
で
は
y
の
生
計
は
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
。
―
―
―
―
一
年
以
降
、
水
産
物
は
一
部
特
殊
な
も
の
を
除
い
て
は
じ
り
じ
り
下
落
し
て
行
っ
た
が
、
逆
に
生
産
手
段
を
含
む
諸
々
の
物
価
は
高
騰
を
続
け
た
。
漁
獲
高
に
大
し
た
変
動
な
く
、
む
し
ろ
苦
千
ず
つ
向
上
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
y
漁
業
は
次
第
に
窮
乏
化
が
顕
著
に
な
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
全
階
層
を
く
ま
な
く
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
て
い
た
の
は
、
何
本
制
大
漁
業
体
の
急
激
な
沖
合
侵
入
と
に
よ
っ
て
、
旧
い
慣
行
漁
業
場
に
な
い
。
こ
の
近
代
も
い
い
す
ぎ
で
は
て
い
る
と
い
っ
て
ロ
漁
業
に
か
か
つ
漁
業
の
将
来
は
遠
く
も
な
い
。
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
y
漁
業
は
、
(3) る。
一
六
四
だ
671 
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
力
層
で
あ
る
理
事
と
、
も
う
一
人
、
か
っ
て
の
東
y
漁
業
の
先
端
を
行
っ
発
足
し
た
。
新
漁
業
協
同
組
合
は
、
昭
和
二
六
年
初
頭
（
褒
12)
の
よ
う
な
構
成
で
東
y
漁
協
は
、
組
合
員
二
0
二
、
出
資
総
額
一
0
万
一
千
円
、
理
事
九
名
、
西
y
漁
協
は
、
組
合
員
一
四
六
、
出
資
総
額
七
三
万
円
、
理
事
九
名
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
東
y
漁
協
は
勿
論
西
y
漁
協
も
規
模
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
日
本
の
協
同
組
合
は
も
と
も
と
小
さ
い
の
で
あ
る
が
、
東
y
漁
協
は
全
国
平
均
よ
り
遥
か
に
下
で
あ
り
、
西
y
漁
協
が
辛
う
じ
て
並
ん
で
い
る
程
度
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
弱
体
な
組
織
の
下
に
両
漁
協
は
出
発
し
た
。
そ
の
主
要
な
事
業
は
、
信
用
、
購
買
、
販
売
、
利
用
、
保
護
緊
殖
、
自
営
で
あ
る
。
先
ず
、
東
y
漁
協
で
あ
る
が
、
出
資
額
も
規
模
も
非
常
に
小
さ
い
。
こ
れ
は
磯
漁
業
が
盛
ん
な
浦
の
特
徴
で
あ
る
。
東
y
の
勢
力
者
0
地
主
の
顔
こ
そ
見
え
な
い
が
、
か
っ
て
の
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
連
と
親
戚
は
、
今
な
お
漁
協
の
理
事
に
六
名
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
階
層
が
今
も
漁
協
の
実
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
｀
そ
し
て
、
こ
の
漁
協
の
旧
勢
っ
た
の
が
二
四
年
の
大
不
漁
で
あ
っ
た
。
績
で
早
く
も
網
元
層
は
離
脱
を
急
い
で
い
る
。
彼
ら
は
、
強
力
な
封
建
的
組
織
で
あ
る
慣
行
漁
業
権
の
上
に
安
住
し
、
組
合
を
握
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
利
益
を
保
償
す
る
こ
と
の
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
転
機
と
な
一
六
五
経
営
の
遠
洋
漁
業
に
参
加
し
、
或
は
、
造
船
会
社
に
一
屈
傭
さ
れ
、
或
は
、
離
町
し
て
い
る
。
（
表
8
)
で
既
に
出
町
者
の
趨
勢
を
示
し
た
が
、
そ
の
数
漁
民
は
、
老
人
婦
女
子
に
磯
漁
業
を
委
ね
、
自
ら
は
、
或
は
、
y
a
氏
は
進
ん
だ
対
策
を
と
る
こ
と
を
容
易
に
許
さ
な
い
。
組
合
員
漁業協同組合構成概要
出資金額（千円） 1 役職員
総額 1払込済|1口金額！理事 1監事 1職員
202 I 101 I 101 I 0.5 I 9 I 5 
146 I 730 I 730 I 5.0 I 9 I 5 
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g
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た
資
本
家
y
a
（
現
在
も
中
漁
業
会
社
を
経
営
し
造
船
会
社
重
役
も
兼
ね
て
い
る
）
が
、
東
y
の
漁
業
を
支
配
し
て
い
る
と
い
え
る
。
二
四
年
の
ま
き
網
漁
業
の
失
敗
以
新
し
い
試
み
は
見
向
き
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
y
a
と
の
協
力
も
惜
ん
で
い
な
い
。
逆
か
ら
い
え
ば
、
y
a
氏
は
漁
協
理
事
層
を
遥
じ
て
漁
協
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
漁
協
の
理
想
は
見
事
に
く
つ
が
え
さ
れ
た
感
が
す
る
。
だ
が
、
こ
の
漁
協
も
最
近
の
全
面
的
窮
乏
化
に
対
し
て
、
漸
く
遮
搬
船
を
建
造
す
る
等
積
極
面
を
若
千
示
し
て
来
て
は
い
る
が
、
漁
協
運
営
を
担
当
す
る
理
事
層
の
旧
態
の
中
に
引
き
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
も
は
や
来
、
旧
勢
力
層
は
再
び
漁
協
を
慣
行
漁
業
672 
協
理
事
の
中
に
、
旧
網
元
1
家
M
家
を
含
む
五
名
の
旧
勢
力
が
入
っ
て
い
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
磯
漁
業
を
も
た
ず
、
叉
、
沿
岸
に
優
秀
な
漁
業
地
を
も
た
な
い
西
y
で
は
、
沖
合
へ
出
る
こ
と
だ
け
が
漁
業
に
生
き
る
た
だ
一
っ
の
方
法
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
漁
協
を
通
じ
て
早
く
か
ら
沖
合
及
び
遠
洋
漁
業
へ
の
動
き
が
見
ら
れ
、
―
―
-1
一
年
頃
に
は
既
に
機
船
底
曳
網
漁
業
一
0
隻
を
数
え
る
程
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
整
理
対
象
と
な
り
、
続
い
て
採
用
し
た
他
の
漁
法
も
余
り
成
功
し
な
い
ま
ま
に
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
ブ
さ
れ
同
経
営
も
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
今
た
ど
り
始
め
た
ば
か
り
の
遠
洋
漁
業
へ
の
道
は
ま
だ
遠
い
。
事
実
、
他
の
優
秀
な
遠
洋
漁
業
と
競
争
し
て
や
っ
て
行
け
る
ま
で
に
は
立
ち
到
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
西
y
で
は
、
旧
網
元
層
を
も
含
め
て
漁
協
自
営
の
下
に
0
ト
ン
級
六
隻
、
八
0
ト
ソ
級
一
隻
が
操
業
し
て
お
り
、
他
組
合
と
の
共
て
来
た
の
が
遠
洋
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
で
あ
っ
た
。
現
在
、
既
に
、
六
実
は
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
（
表
1
3
)
の
分
析
に
従
っ
て
若
千
見
て
商
店
の
役
割
y
が
漁
村
に
し
て
は
意
外
に
多
い
商
店
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
再
三
述
べ
た
。
か
っ
て
、
こ
れ
ら
の
商
店
が
、
間
屋
姿
本
と
同
棲
し
て
い
た
と
き
ほ
、
い
わ
ゆ
る
町
の
支
配
層
で
あ
っ
た
こ
と
も
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
現
在
は
、
表
面
的
に
は
少
く
と
も
こ
れ
ら
の
商
店
は
、
最
終
消
費
者
に
商
品
阪
売
を
行
う
商
業
の
末
端
機
構
以
外
の
何
物
で
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
内
行
こ
う
。
商
店
の
ほ
と
ん
ど
が
小
売
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
専
門
小
売
の
多
い
と
こ
ろ
が
漁
業
の
町
と
し
て
は
珍
ら
し
い
。
七
反
以
上
の
土
地
も
ち
そ
れ
に
漁
業
株
所
有
戸
が
、
東
y
の
そ
れ
も
一
般
小
売
に
多
い
の
ほ
、
―
つ
に
は
没
落
地
主
の
多
い
こ
と
が
原
因
し
て
い
よ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
専
門
小
売
商
店
を
中
心
に
か
な
り
の
商
店
が
漁
業
会
社
に
対
し
出
資
し
、
叉
、
他
方
漁
協
の
理
事
に
人
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
る
点
で
は
東
y
漁
協
と
変
ら
な
い
が
、
漁
民
側
理
事
の
力
も
中
々
強
力
で
(4) 
次
に
西
y
漁
協
に
移
る
。
こ
こ
は
遥
か
に
積
極
的
で
あ
る
。
九
名
の
漁
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
認
織
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
あ
る
。
お
ら
ず
、
む
し
ろ
y
a
氏
の
漁
業
に
一
る
の
希
み
を
托
し
て
い
る
恰
好
で
は
非
常
に
多
い
。
漁
民
は
、
も
は
や
漁
協
そ
の
も
の
に
は
希
望
を
も
つ
て
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
層
の
力
で
あ
る
筈
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
背
後
に
強
い
漁
民
層
の
圧
力
が
勢
力
が
多
く
残
存
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の
傾
向
が
旧
勢
力
近
代
的
漁
業
へ
進
出
し
て
行
く
傾
向
が
非
常
に
強
い
。
漁
協
の
中
軸
に
旧
一
六
六
673 
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
（
柏
尾
）
か
く
し
て
、
y
漁
業
を
支
配
す
る
の
は
、
旧
勢
力
層
と
漁
業
淡
本
家
と
一
六
七
せ
ぬ
だ
ろ
う
か
。
（表13) Yにおける商店の概況
三 I店数 7反以上漁業株 漁 業 会 社地名 土地所有所有出資（重役） 町政担当漁協理事
一般小売 8 1 3 1 4 1 o l o 
Y専門小売 11 1 0 1 4 1 3 1 2 
その他 2 I 1 I 1 I 1 I 1 
一般小売 6 1 1 1 2 1 2 1 2 
Y専門小売! 16 I o I 2 I 6 I 4 
その他 3 I 1 I 2 I 2 I 2 
東
西
千
証
明
し
て
い
は
よ
う
な
事
実
を
若
て
い
る
の
も
こ
の
漁
業
家
が
輩
出
し
ら
か
な
り
の
中
小
の
商
店
の
家
系
か
ま
い
か
。
こ
れ
ら
を
物
語
っ
て
は
い
も
っ
て
い
る
こ
と
漁
協
に
討
し
て
強
と
と
も
に
、
依
然
と
し
て
仕
込
資
本
と
し
て
の
性
格
を
い
る
こ
と
を
示
す
（
一
九
五
六•
1
0
•
1
―) 
い
関
心
を
抱
い
て
複
雑
な
関
係
の
下
に
癒
合
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ー゚
ー
2゚
 
ー
ら
の
商
店
が
常
に
J
れ
は
、
こ
れ
そ
し
て
商
店
層
で
あ
る
と
考
え
て
も
大
過
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
漁
民
は
今
、
漁
協
民
主
化
の
戦
い
で
旧
勢
力
に
代
ろ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
し
か
く
簡
単
で
な
い
こ
と
は
、
以
上
三
つ
の
勢
力
層
が
互
に
